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議
員

国
や
中
央
防
災
会
議

に
よ
る
「
首
都
直
下
地
震
被

害
想
定
」
を
受
け
、
現
在
各

自
治
体
で
学
校
の
防
災
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、

本
市
で
は
学
校
の
防
災
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
ど
の
よ
う
に
改
訂

し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

学
校
教
育
部
長

マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
訂
に
当
た
っ
て
は
、

内
容
の
確
認
や
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
安
全
保
護
対
策

の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
平
塚
市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
地
域
住
民
や
保

護
者
と
内
容
の
検
討
を
行
い
、

子
供
た
ち
の
安
全
確
保
が
よ

り
確
実
に
図
ら
れ
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
や
学
校
独
自
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

本
市
の
防
災
教
育
の

現
状
は
、
計
画
の
立
案
に
追

わ
れ
、
実
践
が
伴
わ
な
い
点

が
多
い
と
考
え
る
が
、
児
童

生
徒
の
共
助
力
、
自
助
力
を

ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

学
校
教
育
部
長

学
校
に
お

け
る
防
災
教
育
は
、
小
学
校

で
は
社
会
科
と
の
関
連
を
図

り
な
が
ら
、
広
域
避
難
場
所

や
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
確
認
、

家
族
と
の
連
絡
方
法
を
考
え

る
こ
と
等
を
授
業
で
実
施
し

て
い
る
。ま
た
中
学
校
で
は
、

保
健
分
野
に
お
い
て
、
災
害

時
に
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
障

害
者
の
安
全
確
保
を
優
先
さ

せ
る
こ
と
や
、
近
所
付
き
合

い
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
学

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ

て
正
し
い
知
識
を
得
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
対
応
方
法

を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
災
害
へ
の
適
応
能
力

の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

本
市
で
は
十
七
年
度

か
ら
小
・
中
学
校
体
育
館
の

耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
工
事

を
進
め
て
お
り
、
二
十
一
年

度
ま
で
の
五
か
年
で
工
事
が

完
了
す
る
計
画
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
整
備
を
推
進
し

て
い
く
考
え
な
の
か
。

教
育
総
務
部
長

十
六
年
度

に
整
備
計
画
を
作
成
し
た
時

点
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
以

前
に
建
設
さ
れ
た
二
七
校
の

体
育
館
の
耐
震
診
断
が
完
了

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
補

強
工
事
の
順
位
づ
け
が
で
き

ず
、
補
強
手
法
や
年
度
別
の

整
備
計
画
が
具
体
化
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
十
九
年

度
予
算
で
は
耐
震
診
断
が
完

了
し
て
い
な
い
一
二
校
の
耐

震
診
断
経
費
を
措
置
し
た
た

め
、
そ
の
結
果
に
よ
り
今
後

の
補
強
の
順
位
づ
け
が
明
確

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

耐
震
補
強
工
事
は
五

年
で
完
了
す
る
の
か
。

教
育
長

耐
震
補
強
は
こ
れ

ま
で
、
耐
震
診
断
、
設
計
、

工
事
と
い
う
流
れ
で
、
全
校

一
斉
で
は
な
く
順
次
進
め
て

き
た
が
、
国
の
方
針
変
更
に

よ
り
、
十
九
年
度
は
耐
震
診

断
を
一
斉
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
五
年
の
計
画
で
工

事
を
進
め
て
き
た
が
、
工
事

費
が
内
部
補
修
等
に
よ
り
増

加
し
、
財
政
的
な
負
担
が
増

大
し
て
い
る
た
め
、
工
事
を

延
長
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
計
画
の
再
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

南
関
東
地
震
な
ど
、

大
規
模
災
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
本
市
も
事
業
継

続
計
画
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」（
自
然

災
害
、
大
火
災
等
の
緊
急
時

に
事
業
資
産
の
損
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
中
核
と
な
る

事
業
の
継
続
、
早
期
復
旧
を

可
能
と
す
る
た
め
平
常
時
に

事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
な

ど
を
取
り
決
め
て
お
く
計
画
）

は
早
急
に
検
討
す
べ
き
課
題

と
考
え
る
。
事
業
継
続
計
画

の
必
要
性
つ
い
て
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

企
画
部
長

事
業
継
続
計
画

は
、
災
害
時
に
重
要
な
業
務

が
中
断
し
な
い
こ
と
、
ま
た

中
断
し
て
も
早
急
に
再
開
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

国
が
企
業
に
対
し
て
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
し
、
計
画
の
策

定
を
促
進
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
行
政
は
企
業
と
異
な

り
、
災
害
時
に
は
ま
ず
市
民

の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保

護
に
努
め
、
そ
の
後
、
優
先

度
に
応
じ
て
通
常
業
務
を
再

開
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

議
員

災
害
時
に
は
ど
の
よ

う
な
方
法
で
業
務
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

企
画
部
長

本
市
は
応
急
対

策
業
務
と
し
て
、
平
塚
市
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
個
々

の
業
務
に
取
り
組
み
、
通
常

業
務
対
策
と
し
て
、
市
民
に

直
接
関
係
の
深
い
業
務
に
係

る
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、

窓
口
業
務
の
早
期
再
開
を
可

能
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

市
全
体
の
通
常
業
務
に
係
る

事
業
継
続
計
画
は
策
定
し
て

い
な
い
た
め
、
今
後
は
応
急

対
策
業
務
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
行
政
独
自
の
事
業
継
続

計
画
に
つ
い
て
、
東
京
都
や

明
石
市
な
ど
の
先
進
事
例
を

参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

議
員

災
害
時
に
早
期
復
旧

が
必
要
な
事
業
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

企
画
部
長

市
民
生
活
に
不

可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早

期
復
旧
の
ほ
か
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
事
業
の
事
務
処

理
が
Ｉ
Ｔ
化
さ
れ
て
い
る
た

め
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
復
旧
を
早
期
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

本
市
の
町
内
会
・
自

治
会
活
動
は
充
実
し
て
い
る

と
考
え
る
。
十
年
前
、
五
年

前
と
最
近
三
年
間
の
市
民
の

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
加
入

率
の
推
移
を
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

十
年
前
は
八
〇
・

八
％
、
五
年
前
は
八
〇
・
五

％
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
三

年
間
で
は
、
平
成
十
六
年
は

七
九
・
〇
％
、
平
成
十
七
年

は
七
八
・
七
％
、
平
成
十
八

年
は
七
七
・
八
％
と
漸
減
し

て
い
る
。

議
員

本
市
の
行
政
運
営
に

お
い
て
、
自
治
会
・
町
内
会

は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

行
政
の
各
種
委

員
会
等
へ
の
役
員
選
出
や
推

薦
、
防
災
活
動
、
地
域
の
要

望
等
を
取
り
上
げ
る
こ
と
な

ど
、
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
い
る
。

議
員

今
後
の
自
治
会
・
町

内
会
へ
の
加
入
促
進
の
考
え

方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

自
治
会
・
町
内

会
は
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た

任
意
団
体
で
あ
る
た
め
、
強

制
的
に
加
入
を
促
す
こ
と
は

困
難
と
考
え
る
。
し
か
し
、

今
後
も
加
入
啓
発
の
た
め
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
地
域
社

会
づ
く
り
の
重
要
性
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

議
員

自
治
会
館
等
の
建
設

に
対
す
る
補
助
金
制
度
が
平

成
十
八
年
四
月
に
改
定
さ
れ

た
。
制
度
の
見
直
し
に
よ
る

補
助
率
、
補
助
金
額
等
の
改

定
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い

る
が
、
改
定
し
た
理
由
を
聞

き
た
い
。

市
民
部
長

平
成
二
年
度
以

降
は
制
度
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
近
隣

市
と
比
較
し
て
補
助
金
額
に

格
差
が
生
じ
て
き
た
こ
と
や

自
治
会
か
ら
補
助
内
容
の
拡

大
に
つ
い
て
強
い
要
望
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
自
治
会
館
の
建

て
替
え
を
促
進
す
る
た
め
に

補
助
金
制
度
を
見
直
し
た
も

の
で
あ
る
。

議
員

地
域
内
に
自
治
会
館

の
建
設
用
地
が
確
保
で
き
な

い
こ
と
や
、
建
設
資
金
の
不

足
等
に
よ
り
、
自
治
会
館
を

所
有
で
き
な
い
自
治
会
も
あ

る
。
自
治
会
館
を
所
有
し
て

い
る
自
治
会
と
の
地
域
格
差

が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
考
え
か
。

市
民
部
長

自
治
会
の
意
向

も
確
認
し
な
が
ら
借
地
や
借

家
に
対
す
る
補
助
な
ど
も
視

野
に
入
れ
、
自
治
会
館
を
所

有
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整

備
し
て
い
き
た
い
。

２
・
１４
議
会
運
営
委
員
会

２
・
２１
定
例
市
議
会
初
日

〃

議
会
運
営
委
員
会

３
・
５
定
例
市
議
会
二
日
目

３
・
６
定
例
市
議
会
三
日
目

３
・
７
定
例
市
議
会
四
日
目

３
・
７
議
会
運
営
委
員
会

３
・
８
定
例
市
議
会
五
日
目

３
・
１２
総
務
経
済
常
任
委
員
会

〃

都
市
建
設
常
任
委
員
会

３
・
１４
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

〃

教
育
民
生
常
任
委
員
会

３
・
１６
平
塚
市
総
合
計
画
特

別
委
員
会

３
・
２３
議
会
運
営
委
員
会

〃

定
例
市
議
会
最
終
日

〃

議
会
報
編
集
委
員
会

議
員

旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製

造
所
記
念
館
を
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
保
存
・
活
用
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
十
六
年
度

に
解
体
収
集
工
事
と
調
査
、

十
七
年
度
に
実
施
設
計
、
復

原
工
事
、
設
備
工
事
、
附
属

棟
建
築
工
事
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は

十
八
年
度
か
ら
二
十
年
度
ま

で
の
三
か
年
継
続
事
業
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
が
二

十
年
度
ま
で
ず
れ
込
む
こ
と

と
な
っ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

社
会
教
育
部
長

十
六
年
度

の
解
体
調
査
で
創
建
当
初
の

部
材
が
想
定
以
上
に
残
さ
れ

て
い
た
た
め
、
文
化
財
の
確

認
作
業
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
た
。
ま
た
、
移
築
復
原

工
事
に
当
た
り
、
文
化
的
価

値
の
保
存
と
建
物
強
度
の
確

保
の
た
め
の
実
施
設
計
作
業

に
も
時
間
を
要
し
た
こ
と
が

主
な
理
由
で
あ
る
。

議
員

こ
の
事
業
は
、
十
六

年
度
は
約
三
〇
〇
〇
万
円
、

十
七
年
度
は
約
一
億
五
〇
〇

〇
万
円
と
、
約
二
億
円
の
事

業
費
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

実
際
に
は
三
年
の
継
続
事
業

費
と
し
て
二
億
七
九
〇
〇
万

円
計
上
し
て
い
る
。
当
初
の

見
込
み
よ
り
約
一
億
円
も
増

加
し
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

社
会
教
育
部
長

平
成
十
六

年
の
時
点
で
は
移
築
後
の
活

用
を
含
め
た
事
業
全
体
の
構

想
が
練
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
施
設
運
営
の
た
め

の
附
属
棟
建
築
工
事
や
移
築

先
へ
の
部
材
の
運
搬
・
格
納
、

電
気
設
備
、
外
構
工
事
、
文

化
的
建
造
物
と
し
て
の
価
値

を
保
存
す
る
た
め
の
指
導
、

助
言
を
受
け
る
委
託
料
も
含

め
て
計
上
し
た
。

小
・
中
学
校
の
体
育
館

耐
震
補
強
の
進
捗
度
は

自
治
会
館
の
有
無

地
域
格
差
ど
う
是
正

議

会
日

誌

三
月
定
例
会
の
常
任
委
員

会
で
は
一
件
の
審
査
が
行
わ

れ
た
。

国
へ
「
障
害
者
自
立
支
援

法
」
の
見
直
し
を
も
と
め
る

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

関
す
る
請
願
で
は
、
こ
の
法

律
の
施
行
に
よ
っ
て
障
害
者

あ
る
い
は
そ
の
家
族
、
事
業

者
、
そ
の
他
関
係
者
等
に
さ

ま
ざ
ま
な
混
乱
が
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

障
害
者
自
身
が
生
活
に
困
窮

す
る
状
況
だ
と
聞
い
て
い

る
。
ま
た
、
以
前
か
ら
こ
の

法
律
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
も
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
意
見
書
を
提

出
し
た
い
と
考
え
る
の
で
、

本
請
願
を
採
択
と
し
た
い
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
採
決

し
た
結
果
、
採
択
す
べ
き
も

の
と
な
り
、
本
会
議
で
も
採

択
と
決
定
し
た
。

請請
願願
のの
審審
査査
概概
要要

児児
童童
・・
生生
徒徒
のの
安安
全全
確確
保保
へへ

求
め
ら
れ
る
学
校
防
災
体
制
の
強
化

大大大大大大大大大大大大大大大大大大規規規規規規規規規規規規規規規規規規模模模模模模模模模模模模模模模模模模災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時のののののののののののののののののの対対対対対対対対対対対対対対対対対対応応応応応応応応応応応応応応応応応応

事事業業継継続続計計画画（（BBCCPP））
先先進進事事例例をを参参考考にに研研究究

（�）平成��年（２００７年）�月��日

災害時の救出訓練

ひらつか議会だより

地
域
社
会
の
中
心
的
役
割
を
担
う
自
治
会

市
民
の
加
入
促
進
策
尋
ね
る

自治会による清掃活動

旧旧横横浜浜ゴゴムム記記念念館館
歴歴史史的的建建造造物物のの保保存存・・活活用用

事業費増と遅延理由問う

第 ��� 号
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